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号

発
行

沖
縄
・
八
重
山
文
化
研
究
会

事
務
局

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
付
属

6

研
究
所

波
照
間
永
吉
研
究
室

23

那
覇
市
首
里
金
城
町
三
―

六

第

℡
〇
九
八
―

八
八
二
―

五
〇
四
三

第
二
三
六
回
沖
縄
・
八
重
山
文
化
研
究
会
は
、

大
津
波
は
、
両
諸
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

二
〇
一
三
年
六
月
一
六
日
、
県
立
芸
大
付
属
研
究

た
。
本
報
告
で
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
筆
者
等

所
内
で
開
か
れ
、
山
田
浩
世
氏
（
日
本
学
術
振
興

（
ト
ヨ
タ
財
団
研
究
助
成
を
受
け
て
得
能
壽
美
・

会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
・
沖
縄
国
際
大
学
非
常
勤

麻
生
伸
一
氏
と
と
も
に
）
が
行
っ
た
家
譜
調
査
の

講
師
）
が
「
家
譜
か
ら
見
る
一
七
七
一
年
宮
古
・

成
果
を
用
い
な
が
ら
、
当
時
の
人
々
の
災
害
へ
の

八
重
山
大
津
波
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

対
応
や
経
験
を
説
き
起
こ
し
て
み
た
い
。

山
田
氏
は
京
都
出
身
、
琉
球
大
学
人
文
社
会
研

近
年
、
災
害
に
つ
い
て
「
人
間
集
団
と
破
壊
素

究
科
博
士
課
程
修
了
後
、
琉
球
大
学
島
嶼
防
災
セ

因
が
結
び
付
け
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
災
害

ン
タ
ー
特
命
助
教
を
勤
め
た
。
専
門
は
琉
球
史
。

が
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
は
歴
史
的
に

主
な
論
文
に
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
王
府
官
人
制

作
り
上
げ
ら
れ
た
脆
弱
性
の
パ
タ
ー
ン
を
も
っ
て

度
と
渡
唐
役
者
―
船
間
割
当
を
通
じ
て
―
」
（
『
日

お
り
、
そ
の
文
脈
の
中
で
、
災
害
は
避
け
ら
れ
な

本
歴
史
』
七
五
七
号
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ

い
も
の
と
な
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る

る
。
二
〇
一
二
年
、
「
第
十
七
回
窪
徳
忠
琉
中
関
係

（
ス
ザ
ン
ナ
・
Ｍ
・
ホ
フ
マ
ン
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

研
究
奨
励
賞
」
を
受
賞
。

オ
リ
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ミ
ス
／
訳
若
林
佳
史
『
災
害
の

人
類
学
』
、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
）
。
す
な
わ

ち
、
災
害
は
自
然
の
破
壊
素
因
の
み
な
ら
ず
、
そ

家
譜
か
ら
見
る

れ
を
受
け
止
め
る
社
会
の
あ
り
方
に
大
き
く
規
定

一
七
七
一
年
宮
古
・
八
重
山
大
津
波

さ
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

一
七
七
一
年
の
宮
古
・
八
重
山
大
津
波
（
い
わ

山
田

浩
世

ゆ
る
「
明
和
津
波
」
、
乾
隆
の
大
波
）
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
牧
野
清
（
同
『
八
重
山
の
明
和
大

１
、
災
害
研
究
と
「
家
譜
」

津
波
』
、
私
家
版
、
一
九
六
八
、
増
補
一
九
八

一
七
七
一
年
に
宮
古
・
八
重
山
地
域
を
襲
っ
た

一
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
歴
史
学
的
ア
プ
ロ
ー
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チ
や
津
波
堆
積
層
の
発
見
と
い
っ
た
考
古
学
的
ア

は
、
今
後
に
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ

で
は
「
継
室
」
）
が
家
の
下
敷
き
と
な
っ
て
七
日

プ
ロ
ー
チ
、
津
波
石
（
に
含
ま
れ
る
サ
ン
ゴ
片
）

る
。

後
に
亡
く
な
り
、
十
二
歳
で
あ
っ
た
三
男
の
長
依

の
年
代
測
定
と
い
っ
た
理
化
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

も
亡
く
し
て
い
た
。
長
季
は
、
途
方
に
暮
れ
て
い

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

２
、
「
家
譜
」
か
ら
見
る
一
七
七
一
年
宮
古
・

た
も
の
の
、
そ
れ
で
は
下
役
の
者
達
に
示
し
が
つ

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
共
通
し
て
津
波
の

八
重
山
大
津
波
と
〈
葬
送
・
慰
霊
〉

か
な
い
と
被
災
現
場
で
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
死
者

起
源
や
遡
上
高
な
ど
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

一
七
七
一
年
三
月
十
日
に
発
生
し
た
大
津
波
を

の
収
容
に
努
め
た
と
い
う
。
息
子
の
長
致
は
、
一

被
害
検
証
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は

受
け
、
島
で
は
「
一
、
次
十
一
日
…
大
波
ニ
疵
を

度
、
波
に
さ
ら
わ
れ
た
が
奇
跡
的
に
生
き
揚
る

災
害
に
対
し
て
社
会
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

負
凌
出
候
役
々
も
未
乍
病
気
出
合
、
無
役
奉
公
人

と
、
山
体
に
逃
げ
隠
れ
て
い
た
村
人
を
指
揮
し
、

か
と
い
っ
た
島
に
記
録
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

共
手
配
申
付
、
四
ケ
村
并
大
地
方
被
引
流
候
村
々

救
助
や
死
者
の
収
容
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の

経
験
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
作
業
も
ま
た
必
要
と

生
揚
人
保
養
、
溺
死
人
死
骸
取
置
方
相
働
申
候
」

他
、
上
納
米
を
飢
え
た
人
々
に
分
配
し
た
り
、
海

さ
れ
て
い
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
震
災
の
翌
日
か
ら
生
き
揚
が
っ

に
沈
ん
だ
食
料
を
引
き
上
げ
て
炊
き
出
し
を
行
っ

宮
古
・
八
重
山
の
島
々
に
残
さ
れ
た
「
家
譜
」

た
者
の
救
助
や
死
者
の
収
容
作
業
が
始
め
ら
れ
て

た
り
す
る
な
ど
、
食
料
の
確
保
な
ど
に
功
を
挙
げ

を
用
い
る
こ
と
で
、
王
府
の
価
値
基
準
に
基
づ
い

い
た
（
『
大
波
之
時
各
村
之
形
行
書
』
以
下
、
『
形

て
い
る
。

た
奉
公
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の

行
書
』
と
略
す
）
。
こ
れ
に
対
し
王
府
は
、
特
使

長
栄
姓
小
宗
家
譜
（
十
一
世
真
根
）
』
に
は
、
津

の
、
個
の
視
点
に
立
脚
し
て
災
害
経
験
へ
と
ア
プ

の
源
河
親
雲
上
を
島
へ
派
遣
し
て
い
る
。
五
月
十

波
後
の
慰
霊
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
事
例
が
記

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
八

八
日
に
来
島
し
た
源
河
は
、
国
王
よ
り
託
さ
れ
た

さ
れ
て
い
る
。
十
二
世
の
真
兼
は
、
津
波
か
ら
三

重
山
系
「
家
譜
」
は
、
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ

「
島
中
の
安
穏
の
た
め
の
御
祈
念
御
守
り
札
」
を

二
年
後
の
一
八
〇
二
年
、
村
々
の
涯
に
安
置
さ
れ

れ
る
家
譜
三
四
〇
種
（
金
城
善
「
付
録
八
重
山
系

被
害
の
あ
っ
た
各
村
に
配
り
、
人
心
の
安
定
を
計

て
い
た
計
二
九
二
〇
人
分
も
の
死
骨
を
取
り
集
め

図
家
譜
一
覧
」
（
研
究
代
表
田
里
修
科
学
研
究
費

る
と
と
も
に
、
六
月
六
日
に
は
津
波
で
被
害
を
受

て
墓
所
を
築
き
、
身
内
に
遭
難
者
を
抱
え
る
も
の

報
告
書
）
『
沖
縄
近
代
法
の
形
成
と
展
開
』
、
二
〇

け
た
蔵
元
の
跡
地
に
「
御
祭
文
亭
」
を
設
置
し
、

を
集
め
て
弔
い
を
行
っ
た
。
震
災
か
ら
三
〇
年
以

〇
七
）
、
原
本
・
写
本
が
確
認
さ
れ
る
も
の
約
一

死
者
の
慰
霊
に
努
め
て
い
る
（
『
形
行
書
』
）
。
復

上
が
経
過
し
て
も
な
お
弔
う
こ
と
が
で
き
て
い
な

七
〇
種
、
そ
の
内
、
石
垣
市
史
叢
書
に
お
い
て
翻

興
の
第
一
作
業
と
し
て
公
的
な
〈
葬
送
・
慰
霊
〉

い
こ
と
へ
の
心
の
不
安
が
社
会
を
覆
っ
て
い
た
こ

刻
・
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
現
時
点
に
お
い
て
四
種

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
を
知
ら
せ
る
。
牧
野
清
は
、
真
兼
の
子
孫
に
あ

に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
家
譜
の
中
に
は
さ
ま

『
山
陽
姓
小
宗
家
譜
（
三
世
長
明
）
』
に
は
、

た
る
登
川
信
知
氏
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
聞
き
取

ざ
ま
な
災
害
関
係
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と

当
時
、
頭
職
に
就
い
て
い
た
五
世
長
季
（
大
濱
親

り
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
墓
所
は
千
頭
墓
（
せ
ん

見
ら
れ
、
筆
者
が
推
計
し
た
と
こ
ろ
全
体
で
七
〇

雲
上
）
と
息
子
の
六
世
長
致
（
大
川
与
人
）
の
記

つ
ぶ
る
墓
）
と
称
さ
れ
、
一
九
六
一
年
に
本
家
の

〇
件
以
上
の
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
季
（
六
六
歳
）

墓
所
の
移
転
に
伴
い
、
現
在
の
大
川
真
地
原
に
移

る
。
残
存
す
る
す
べ
て
の
「
家
譜
」
を
精
査
し
つ

は
、
「
大
濱
事
子
孫
被
引
流
其
妻
者
家
被
覆
七
日

し
「
霊
骨
安
置
墓
」
と
し
て
再
建
し
た
こ
と
を
記

つ
、
災
害
に
関
る
記
事
を
共
有
し
て
い
く
こ
と

目
相
果
十
方
暮
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妻
（
家
譜

し
て
い
る
（
牧
野
清
前
著
）
。
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こ
の
よ
う
に
社
会
に
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

募
金
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

え
た
災
害
の
渦
中
に
お
い
て
人
々
は
、
さ
ま
ざ
ま

文

化

短

信

〇
九
八
〇
七
―

八
二
―

二
一
四
二

な
経
験
を
積
み
、
島
々
に
は
多
く
の
記
憶
が
残
さ

（
桃
林
寺
）
ま
で
。

れ
て
い
る
。
「
家
譜
」
は
従
来
の
災
害
を
記
録
し

た
史
料
群
に
比
べ
特
定
し
う
る
個
々
人
を
浮
か
び

桃
林
寺
が
来
年
創
建
四
〇
〇
年

上
が
ら
せ
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
島
々

来
年
十
一
月
に
記
念
式
典

網
取
湾
、
自
然
環
境
保
全
地
域
に

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
記
憶
と
体
験
を
個
と
い
う
視

崎
山
湾
の
指
定
地
域
を
拡
充

点
か
ら
解
き
明
か
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で

二
〇
一
四
年
に
創
建
四
〇
〇
年
を
迎
え
る
臨
済

あ
る
。
ま
た
、
白
保
村
の
遭
難
者
が
葬
ら
れ
た
と

宗
妙
心
寺
派
の
南
海
山
桃
林
寺
（
小
林
昌
道
住

環
境
省
石
垣
自
然
保
護
官
事
務
所
で
は
ア
ミ
ト

い
う
千
人
墓
や
一
九
八
三
年
に
作
ら
れ
た
「
明
和

職
）
の
伊
波
剛
四
〇
〇
年
大
祭
記
念
事
業
奉
賛
会

リ
セ
ン
ベ
イ
サ
ン
ゴ
の
群
集
な
ど
が
生
息
す
る
西

大
津
波
遭
難
者
慰
霊
碑
」
、
宮
古
島
与
那
覇
浜
近

長
と
小
林
住
職
ら
が
九
月
五
日
、
同
寺
で
会
見

表
島
の
網
取
湾
を
二
〇
一
三
年
度
内
に
も
自
然
環

く
に
立
て
ら
れ
た
宮
国
・
新
里
・
友
利
・
砂
川
の

し
、
四
〇
〇
年
大
祭
記
念
事
業
と
し
て
来
年
十
一

境
保
全
地
域
に
指
定
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。

四
集
落
の
遭
難
者
を
祭
っ
た
と
さ
れ
る
石
碑
な

月
九
日
に
記
念
式
典
を
開
催
す
る
ほ
か
、
記
念
碑

網
取
湾
に
隣
接
す
る
崎
山
湾
は
国
内
で
唯
一
、
海

ど
、
島
々
に
は
多
く
の
災
害
と
死
に
ま
つ
わ
る
記

や
歴
代
住
職
碑
の
建
立
、
記
念
誌
発
行
な
ど
の
計

域
で
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

憶
の
か
け
ら
が
残
さ
れ
て
い
る
。
災
害
を
乗
り
越

画
を
発
表
し
た
。

今
回
は
崎
山
湾
の
指
定
地
域
を
拡
大
す
る
形
で
自

え
る
た
め
の
人
々
の
営
み
と
経
験
の
歴
史
を
「
発

同
奉
賛
会
で
は
、
記
念
事
業
費
と
し
て
一
〇
〇

然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
し
、
良
好
な
サ
ン
ゴ
群

見
」
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
災
害
・
防
災
研
究
の

〇
万
円
を
予
定
、
こ
の
う
ち
五
〇
〇
万
円
を
会
員

集
が
残
っ
て
い
る
海
域
環
境
の
保
全
を
図
り
た
い

大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
島
に
生
き
る
と
い

と
一
般
か
ら
寄
付
を
募
る
計
画
だ
と
い
う
。

と
の
考
え
。

う
歴
史
的
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
る

桃
林
寺
は
琉
球
王
国
の
尚
寧
王
時
代
の
一
六
一

自
然
環
境
保
全
地
域
は
、
自
然
環
境
保
全
法
に

重
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

四
年
に
、
隣
の
権
現
堂
と
と
も
に
創
建
さ
れ
、
一

基
づ
き
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
特
に
必

六
九
四
年
に
茅
ぶ
き
か
ら
瓦
ぶ
き
と
な
り
、
一
七

要
な
地
域
と
し
て
国
が
指
定
す
る
も
の
で
、
ア
ザ

［
追
記
］
本
報
告
及
び
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
八

三
七
年
に
は
山
門
に
二
体
の
仁
王
像
が
安
置
さ
れ

ミ
サ
ン
ゴ
の
群
集
が
広
が
る
崎
山
湾
は
一
九
八
三

重
山
明
和
津
波
研
究
会
及
び
石
垣
市
立
八
重
山

た
。
一
七
七
一
年
に
は
「
明
和
の
大
津
波
」
で
被

年
に
指
定
さ
れ
た
。

博
物
館
の
皆
様
、
（
当
時
）
石
垣
市
史
編
集
課

害
を
受
け
た
が
、
一
九
六
八
年
に
ヒ
ノ
キ
造
り
の

現
在
は
崎
山
湾
一
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
指
定
さ

の
宮
良
芳
和
氏
か
ら
の
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
ま

本
堂
が
完
成
、
改
築
を
重
ね
、
今
日
に
至
っ
て
い

れ
て
お
り
、
網
取
湾
と
崎
山
湾
を
一
帯
的
に
囲
う

た
、
琉
球
大
学
島
嶼
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び

る
。

約
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
指
定
地
域
を
拡
大
し

ト
ヨ
タ
財
団
研
究
助
成
か
ら
の
支
援
を
得
た
。

一
九
七
六
年
に
信
徒
に
よ
る
花
園
会
が
設
立
さ

た
い
考
え
で
、
今
年
六
月
に
は
八
重
山
漁
業
協
同

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

れ
現
在
会
員
は
七
〇
〇
人
。
小
林
住
職
は
四
〇
代

組
合
の
同
意
を
得
て
い
る
。

目
。
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(4)

こ
な
っ
て
き
た
。

は
、
周
辺
の
遺
跡
、
名
蔵
開
拓
史
、
風
景
の
履
歴

新

刊

紹

介

ち
な
み
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
、
湿
地
の
保

書
、
民
俗
芸
能
の
四
節
か
ら
な
り
と
、
自
然
だ
け

存
に
関
す
る
国
際
条
約
で
、
水
鳥
を
食
物
連
鎖
の

で
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
歴
史
と
自
然
と
の

頂
点
と
す
る
湿
地
の
生
態
系
を
守
る
目
的
で
、
一

関
わ
り
に
も
触
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
説
明
は
ア
ン

ア
ン
パ
ル
の
生
物
多
様
性
を

九
七
一
年
二
月
に
制
定
さ
れ
、
一
九
七
五
年
十
二

パ
ル
周
辺
だ
け
で
な
く
、
八
重
山
諸
島
の
先
史
時

再
発
見
で
き
る
一
冊

月
に
発
効
し
た
。
沖
縄
県
で
は
一
九
九
九
年
に
漫

代
に
も
触
れ
、
八
重
山
の
考
古
学
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

名
蔵
ア
ン
パ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
作
委
員
会

湖
が
登
録
さ
れ
た
の
を
始
め
、
二
〇
〇
五
年
に
は

ン
が
わ
か
る
。
第
六
章
「
ア
ン
パ
ル
の
現
状
と
課

『
名
蔵
ア
ン
パ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

名
蔵
ア
ン
パ
ル
と
慶
良
間
諸
島
海
域
、
二
〇
〇
八

題
」
で
は
、
赤
土
流
出
の
影
響
で
陸
化
す
る
ア
ン

年
に
久
米
島
の
渓
流
・
湿
地
、
二
〇
一
二
年
に
与

パ
ル
の
環
境
保
全
対
策
や
サ
ン
ゴ
礁
の
回
復
な

名
蔵
ア
ン
パ
ル
で
足
指
に
砂
を
め
り
込
ま
せ
な

那
覇
湾
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ど
、
ア
ン
パ
ル
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
も
き
ち

が
ら
貝
拾
い
な
ど
を
し
て
遊
ん
だ
覚
え
の
あ
る
方

本
書
は
６
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
ア
ン
パ
ル

ん
と
触
れ
、
単
な
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
得
ら
れ

は
多
い
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
古
謡
ア
ン
パ
ル

の
概
要
や
見
所
マ
ッ
プ
、
第
二
章
で
は
、
陸
と
海

な
い
情
報
や
考
察
も
提
供
し
て
い
る
。

ヌ
ミ
ダ
ガ
ー
マ
ユ
ン
タ
を
聞
い
て
カ
ニ
を
探
し
な

の
境
目
に
あ
る
ア
ン
パ
ル
の
地
質
や
、
ア
ン
パ
ル

ア
ン
パ
ル
の
観
光
者
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
広
く

が
ら
歩
い
た
こ
と
の
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
海
面
変
動
（
島

地
元
の
人
々
の
知
っ
て
欲
し
い
一
冊
で
あ
る
。

だ
が
、
本
書
を
読
む
と
、
豊
か
な
自
然
だ
と

の
隆
起
や
下
降
、
津
波
）
な
ど
を
概
説
し
、
ア
ン

な
お
、
目
次
の
見
出
と
本
文
の
そ
れ
と
が
微
妙

知
っ
て
は
い
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
生
物
が
い

パ
ル
の
生
い
立
ち
を
説
明
す
る
。

に
ず
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
あ
た

た
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

第
三
章
が
本
書
の
メ
イ
ン
で
、
「
ア
ン
パ
ル
の

り
は
統
一
し
て
ほ

本
書
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
ア
ン
パ
ル
の
生
物
を

生
き
物
た
ち
」
の
紹
介
で
あ
る
。
第
三
章
は
さ
ら

し
い
と
こ
ろ
で
あ

種
ご
と
に
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
歴
史
や

に
十
一
節
に
わ
か
れ
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
周
辺
の

る
。
（
一
三
二

人
と
の
関
わ
り
な
ど
を
、
写
真
、
地
図
な
ど
を
使
っ

植
物
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
背
後
湿
地
の
植
物
、
砂
洲

頁
、
Ａ
５
判
、
発

て
わ
か
り
や
す
く
述
べ
て
い
る
。
名
蔵
ア
ン
パ
ル

・
海
岸
林
の
植
物
、
昆
虫
類
、
両
生
類
・
爬
虫

行
：
石
垣
市
市
民

に
特
化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ

類
、
鳥
類
、
カ
ニ
類
、
魚
類
、
エ
ビ
類
、
貝
類
、

保
健
部
環
境
課
）

る
が
、
内
容
は
か
な
り
網
羅
的
で
詳
細
で
あ
る
。

そ
の
他
の
生
き
物
、
に
つ
い
て
、
動
植
物
図
鑑
の

編
集
の
主
体
は
「
ア
ン
パ
ル
の
自
然
を
守
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

会
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
五
年
に
名
蔵
ア

第
四
章
「
ア
ン
パ
ル
水
系
を
展
望
す
る
」
で

次
回
の
お
知
ら
せ

ン
パ
ル
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
以

は
、
一
年
間
の
「
生
き
物
暦
」
や
航
空
写
真
、
植

★

後
、
ア
ン
パ
ル
の
保
全
と
賢
明
な
利
用
を
は
か
る

生
図
を
掲
載
し
、
第
三
章
と
は
一
転
し
て
マ
ク
ロ

十
二
月

奄
美
・
宮
古
・
八
重
山
合
同
研
究
会
で

こ
と
を
目
的
に
、
二
〇
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
、
野

な
視
点
か
ら
ア
ン
パ
ル
を
描
い
て
い
る
。

す
。

鳥
な
ど
の
観
察
会
や
講
演
会
、
シ
ン
ポ
な
ど
を
お

第
五
章
「
ア
ン
パ
ル
周
辺
の
歴
史
と
文
化
」
で

時
間
・
講
師
は
お
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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